
                令和７年７月度 定例教育委員会 

会  議  録 

八幡市教育委員会 

開 催 日 時  令和７年７月２３日（水曜日） 午後３時～午後４時 

場 所 本庁舎５階 会議室５－２ 

 

出 席 委 員 名 

 川 中    尚（教育長）       八頭司  めぐみ 

 橋 本  陽 生（職務代理者）     狩 野  理恵子 

 佐 野  恵理子 

 

 

委 員 を 除 く 

出  席  者  の   

職  ・  氏 名 

 
 

部   長    久 保   豪 

次   長    渡 邉   晋 

こども未来課長  髙 橋 洋 貴 

子育て支援課長  成 田 孝 一 

子育て支援課総括園長 矢 田 真 弓 

学校教育課長   家 村 聡 一 

学校教育課主幹  田 原 麻 衣 

学校教育課主幹   市 村   誠 

文化財課長     田 制 亜紀子 

教育支援ｾﾝﾀｰ所長  安 達 里 香 

図書館長      小 坂 富美子 

図書館課長補佐   大 村 昌 義 

南ケ丘教育集会所主幹  栂 野 尚 史 

こども未来課    渡 辺 智 成 

１． 開 会 

 

２．報 告 事 項 

（１）就学前施設における紙おむつ等納入業務委託について        （子育て支援課） ※資料１ 

（２）令和７年度スタディサポート事業（鳩嶺教室）について        （学校教育課） 

（３）中学校における熱中症対策について                 （学校教育課） 

（４）八幡市立小学校・中学校における通話録音装置の設置 

及び運用に関する取扱要領について                 （学校教育課） ※資料２ 

（５）令和６年度図書館年報について                   （市民図書館） ※資料３ 

 

３．議 題（協議事項） 

（１）八幡市の教育行政について                

 

４．その他 

・園、学校訪問について 

 

５．配付資料 

・６月議事録（写し） 

 

６．閉 会 

 

※次回定例教育委員会 

日時：９月１７日（水）午後３時から 

場所：本庁舎５階 会議室５－２ 

※学校訪問先 

南山小学校 （１０：００） 

八幡小学校 （１１：３０） 
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 内  容 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

 

 

［矢田総括園長］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

［ 狩 野 委 員 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

［ 教 育 長 ］ 

 

 

［ 市 村 主 幹 ］ 

 

 

 

 

 

 

１．開 会 

 それでは、令和７年７月度の定例教育委員会を開催いたします。 

２．報 告 事 項 

２．報告事項をお願いします。 

（１）就学前施設における紙おむつ等納入業務委託について」、事務局より報告願います。 

子育て支援課。 

就学前施設における紙おむつ等納入業務委託についてご報告いたします。資料１をご覧く

ださい。 

事業の概要といたしましては、保育園等を利用する子どもが使用する紙おむつ等を各園に

直接納入し、その費用を市が全額負担することにより、保護者の手間と経済的負担を軽減す

るとともに、保育士による個別管理や補充確認等の業務負担の軽減を図るものでございます。 

写真をご覧ください。こちらは導入前の様子です。 

導入後のメリットといたしまして、保護者にとりましては、自宅でおむつを準備しボック

スに補充する手間が解消、おむつ代にかかる経済的負担が軽減され、保育士にとりましても、

共通ボックスから必要枚数を使用するということになり、園児一人ひとりの在庫管理が不要

になるといった効果を見込んでおります。 

次にこの間の実施状況です。令和７年７月７日（月）に業者選定にかかるプロポーザルを

実施いたしました。選定結果は、参加業者４社中、花王グループマーケティング株式会社を

選定いたしました。当初予算：10,000千円としておりましたが、提案額は 8,119,603円とな

っております。 

選定業者の特徴といたしましては、自社製品を使用しており、災害時等の在庫確保に強み

があり、専用の発注システムにより、園ごとにメール不要で簡便な発注が可能となっており

ます。発注方法、納品スケジュール、駐車スペースの確認等、事前説明は園ごとに業者が実

施いたします。また、おむつ１枚あたり単価が安価といった特徴がございます。 

対象施設といたしましては、認可保育所、認定こども園、幼稚園及び広域入所協定を締結

する市外の認可保育所としております。 

最後に今後の予定といたしまして、本事業は令和７年９月（２学期）より運用を開始する

予定としております。以上でございます。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

どうもありがとうございます。保護者負担、先生の負担が大きく軽減されるのだと強く思

いました。不適切保育が最近、様々なところで問題になっています。本日、園訪問をさせて

いただいたときに川中教育長より、先生方のゆとりが大きく保育に影響するとお話されてお

りました。紙おむつを個別管理や補充確認等を行うと先生方に負担がかかっていたと思いま

す。そこが今回の取り組みで軽減することにより、少しでも先生方がゆとりを持って保育に

携われることが大事なことだと思います。このような取り組みから始めて先生方が事務作業

に追われることなく、子どものために笑顔になれる時間を沢山確保していただけたら嬉しい

という感想を持っております。よろしくお願いいたします。 

他にご質問等はございませんか。 

次に、（２）「令和７年度スタディサポート事業（鳩嶺教室）について」、事務局より報告願

います。学校教育課。 

令和７年度スタディサポート事業（鳩嶺教室）についてご報告申し上げます。 

前回報告いたしましたように、令和７年６月１日以降の申請分から就学援助制度の算定基

準を変更したことにより、スタディサポート事業（鳩嶺教室）受講審査基準につきましても、

同様に改定することといたしました。変更に伴い、今年度、所得基準を超えているため受講

できなかった児童生徒の希望者について、新しい基準で改めて審査しましたところ、小学生

が希望者 19名の内 3 名、中学生が希望者 18 名の内 6 名が新たに受講することが可能となり

ました。小学生は 2学期から受講スタート、中学生は随時受講を開始しております。 
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以上、ご報告いたします。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

就学援助の基準が変わったので、その基準に合わせて再度スタディサポート事業を見直し

たということでございます。それにより多くの子ども達が参加出来るようになったのは、良

いことだと思っております。 

次に、（３）「中学校における熱中症対策について」、事務局より報告願います。学校教育課。 

中学校における熱中症対策についてご報告申し上げます。 

近年、温暖化が進み気温が 30度を超える時期が早まり、期間も長期にわたっています。今

年度においては６月中旬から 30度を超える気温となっています。 

本市では登下校時の熱中症対策として、学校と連携し、日傘やクールタオル、冷却パック

などの使用を推奨しているところですが、市内小学校に通う児童の保護者より、ホームペー

ジの問い合わせに、熱中症対策として学校に冷蔵庫等の設置の要望があり、校長会において

冷蔵庫等の設置について、意見のとりまとめを依頼しました。小学校ではウォータークーラ

ー設置が効果的、また、各中学校長から製氷機を設置するほうが熱中症対策だけでなく多用

途に使えるとの意見でありました。 

既に令和７年度予算が成立しており、小学校での対策は困難でありますことから、まずは

学校教育課予算内で対応が可能である、４中学校へ貯氷量約 23㎏の製氷機を 10 月の体育大

会までの約 3 カ月試行導入し、効果を実証することといたしました。なお、効果を踏まえ次

年度以降の対策を検討してまいります。以上、ご報告いたします。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

熱中症については常々、学校教育でどのように対応されているのかと心配しております。 

現在、対策の面で学校の要望に応じて動いていただいていることについて非常に有難いと

思っております。昨年度も暑かったですが、今年の暑さはより早く、いつまで続くのかと、

この先ピークはどこにあるのかと。小学校、中学校でこの暑さに対して、外での授業や行事

等について大きな変更があるのであれば教えていただきたいと思います。 

大きな行事の変更という部分では、毎年、9 月に運動会、10 月に文化的な発表をしており

ましたが、行事を入れ替えまして、この暑い時期の 9 月には教室で出来る合唱コンクールの

練習をして、少し暑さが和らいできた 10 月に運動会を実施しております。 

各校には体育館にエアコンが設置されていますので、小学校ですと WBGT（暑さ指数）が 31

を超えている場合はグラウンドでは体育の授業を実施せず、エアコンの効いた体育館での運

動とするとしております。中学校現場では部活動もありますので、WBGT（暑さ指数）が 31を

超えたら外で活動しないということは徹底出来ておりませんが、この夏の暑い時期でいいま

すと、早朝に練習を開始し、気温が上がる日中の時間帯は外で活動しないという対策でこの

夏休み部活動等を行っているところでございます。 

体育の授業を暑い時期はエアコンの効いた体育館で実施していると。外ではなく体育館運

用で授業は回っているということですね。ありがとうございます。 

今年から全小学校でスイミングは屋内の施設で実施させていただいていることは暑さ対策

として非常に大きいかと思っております。また、さくら小学校では、くずは男山スイミング

スクールまで歩いて行っていたのですが、歩く道中が非常に暑いということで、事務局が対

応しまして、低学年については、現在バスを利用しております。 

体育館は全校エアコンが設置されておりますので、対策としては非常にいい状況かと思っ

ているところです。 

他にご質問等はございませんか。 

次に、（４）「八幡市立小学校・中学校における通話録音装置の設置及び運用に関する取扱

要領について」、事務局より報告願います。学校教育課。 

八幡市立小学校・中学校における通話録音装置の設置及び運用に関する取扱要領について

ご報告申し上げます。 

６月定例教育員会において、小学校２校、中学校２校に２学期から通話録音装置の試行運
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用を開始する旨、報告をさせていただきましたが、８月５日から、くすのき小学校、８月６

日から、南山小学校、男山第二、第三中学校で通話録音装置の試行運用を開始します。この

ため、通話録音装置の運用に関し、「通話録音装置管理者、通話録音装置管理取扱者の設置」、

「通話録音装置の設置、目的、運用方法等を各校ホームページでの公表」、「個人情報の保護

に関する法律、本市の条例の遵守」、「14日間の通話記録の保存及び廃棄」、「目的外利用及び

外部提供者の制限」など必要な事項を定める必要があるため、八幡市立小学校・中学校にお

ける通話録音装置の設置及び運用に関する取扱要領（案）を作成いたしました。教育委員の

皆さまにご意見をいただいたうえで、８月５日に本要領を試行したいと考えております。 

以上、ご報告いたします。 

ありがとうございます。以前、訪問させていただいた小学校の校長先生から、保護者から

電話があると 1 時間以上対応することもあるとお聞きして、このような取り組みを通じて先

生方の精神的な負担を減らす為にも通話録音装置の設置は非常に有効だと思いました。 

私自身、現場におりましたときに、電話での保護者対応で大変な経験もしましたので、こ

のような対策が学校の負担を減らす一因になると思いますので、早いこと進めていただきた

いと思います。また、学校の関係者だけでなく、広く八幡市の市民の方々にお知らせし、ご

理解をいただいて、少しでも学校の負担を減らせるようにお願いいたします。 

市民の方への周知も必要だと考えておりますので、ホームページ等含めて対応をしていき

たいと思っております。 

他にご質問等はございませんか。 

次に、（５）「令和６年度図書館年報について」、事務局より報告願います。市民図書館。 

令和６年度図書館年報について、ご報告申し上げます。資料３をご覧ください。 

最初の見開きのところに、令和６年度の事業の概要をまとめておりますので、ご覧くださ

い。 

令和６年度の年間貸出冊数は、480,696 冊で、市民一人当たり、7.03 冊の図書等の資料が

貸し出されたこととなります。また、１年間に１回以上図書等の貸出しをされた利用者の数

は、5,999人で、市民の 8.8％の方が図書館の資料を利用されました。 

自動車文庫の運行につきましては、市内 26ヶ所を 3週間に 1回巡回する定期巡回に加え、

市内保育園への巡回を３回、小学校への巡回を２回行いました。 

障がい者サービスにつきましては、引き続き、デイジー図書の郵送貸出し、資料の送達や

ボランティアサークルによる対面朗読等を行いました。また、福祉施設へ図書館司書おすす

めの本を配達するサービスも６年連続で実施しました。 

ヤングアダルトサービスにつきましては、若い世代への読書推進の啓発活動として、市内

の小学校、中学校、高等学校との交流事業を進めています。令和６年度からは、新たに男山

第三中学校との交流が始まり、自動車文庫の巡回や図書館での本の POP フェスを市内中学校

三校合同で実施しました。本の紹介ＰＯＰ事業は小学校でも取り組みが始まり、市内小・中・

高校生が作成したＰＯＰ約 1,200 枚の一斉展示を市役所本庁舎１階エントランスで行いまし

た。 

また、昨年に引き続き、男山第二中学校に司書が出向き家庭科の授業で絵本の読み聞かせ

講座を実施いたしました。 

子育て支援事業の一環として、マタニティスクールに年間６回、４ヶ月児検診に年間１６

回図書館司書が出向き「子どもと絵本のかかわり」についての話をしました。その他、子育

て支援センターで「子どもと絵本」と題した講座を２回実施し、乳幼児期から保護者や大人

と一緒に絵本に親しむことの大切さを伝えました。 

これからも市民に親しんでいただける施設として、子育てや健康推進をはじめとする市民

生活の支援、また若い世代の図書館利用促進につながる情報や資料の充実に努めてまいりま

す。 

２ページからの沿革につきましては、４ページ令和６年５月に八幡市民図書館がクーリン

グシェルターに指定され２階踊り場に椅子５席を設置しています。１２月には、図書館シス
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テムを更新し、より使いやすいシステムとなりました。また、男山市民図書館の照明が LED

になり、フロアが明るくなりました。３月には、市役所１階エントランスにて小・中・高校

生による本の紹介ＰＯＰ一斉展示を開催し、市民の皆様から好評でした。 

八幡、男山両館及び自動車文庫の個別の貸出状況等、詳細につきましては、５ページ以降

に掲載しております。 

以上、簡単ではございますが、年報の報告とさせていただきます。 

ただ今の報告事項について、委員よりご質問等はございませんか。 

ありがとうございます。よく図書館を利用させていただいております。特に暑い時期の間

は沢山の方がくつろぎながら読書を楽しまれている姿も見ますので、大事なことだと思いま

す。昨年から本の POP でどんどん広がっているということで、ご報告の中にもございました

ように、市役所のエントランスで本の POP の展示をされていたときに沢山の方が見に来られ

ていて、これも人の関心を呼ぶ大事なことだと思いますので、今後とも続けていただけたら

と思います。 

またコンピューターシステムが更新されまして、私自身、予約等で利用させていただいて、

自分がこれだけ本を借りて読んだのだなと目に見える状態になったかなと思います。 

市民図書館としてコンピューターシステムを更新したことで、どのような効果があったの

か分かる範囲で結構ですので、教えていただけたらと思います。 

新しいシステムになり、利用されている方から言われるのは、ホームページの特に TOP ペ

ージがすごく見やすくなったとお伺いしております。以前にもまして本の特集コーナーを作

成するのがより容易になりましたので、月ごとに特集コーナーのタイトルを変えて、その時々

に合わせたお勧め本の紹介をしやすくなったので、そういった意味では色々な本を市民の

方々に提供できる場が広がったと思っております。 

ありがとうございます。図書館職員の方はいつ行っても非常に親切ですね。質問にきちん

と丁寧に答えてくださいます。役所の１つの窓口として、図書館職員の方々が一生懸命お仕

事してくださっているなと感じます。 

ありがとうございます。他にご質問等はございませんか。 

ないようでありますので、これにて報告事項を終結いたします。 

３．議 題（協議事項） 

次に、３．議題に入らせていただきます。 

本日、案件はございませんが、委員の皆様からご意見・ご質問等、何かありますでしょう

か。 

ありがとうございます。２点ございます。 

まず、１点目。先日、綴喜地方教育委員会連合会の総会がございまして、担当された皆様

には八幡の良さをしっかりとアピール出来るようにしてくださったと思いますし、川中教育

長より余興も含めて八幡のアピールをしてくださって、本当にいい総会だったと思いました。

八幡らしさの PRというのを感じて、携わってくださった皆様には感謝申し上げる次第です。 

私が非常に共感したのは、川田市長が「人材希少社会」という言葉を使われて、そういう

社会だからこそ教育の重要性をおっしゃられていました。本日、保育園に寄せていただいた

中でも外国籍のお子さんがどこの園にも沢山いらっしゃって、言葉の壁があると。それを苦

労しながら何とか理解してもらえるように努力されていると。川田市長は外国人の方とコミ

ュニティをしっかりと作っていくことの大切さに触れられて、関心しながら聞かせていただ

いた次第です。乳幼児期から多文化共生の時代になっていますし、インクルーシブの保育を

進めるという意味合いからも、色んな方がごく自然に結びついていくことの大切さを感じま

した。そこで学校教育課としては、どのようなことを今後、大事にしていこうとされている

のかお聞かせいただきたいのが 1点目です。 

それにも通じるのですが、もう 1 点は 7 月 19 日の京都新聞の山城欄に載っていた記事で

すが、ある小学校の終業式で校長先生が、今年度で戦後 80 年ということに触れられて、「沢

山の命、沢山の大切なものが失われた、今の平和は努力して守り続けてくれたもの、戦争・
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平和について考えてみてほしい」とおっしゃったということで、学校教育の中で幼い時期か

ら戦争について学び、平和教育をしっかりとしていく必要性を記事を読みながら感じた次第

でございます。園訪問で寄せていただいた南ケ丘の両園でも、年長組が人権交流センターに

行って取り組みをしてきたということで。このように幼い頃から平和に関するもの、人権に

関するものについて教育していく大切さを強く感じる次第でございます。教育要領等にも多

文化共生についてと、人権について示されております。小学校以降、現在、平和、人権につ

いて八幡市としてどのような教育をされているのか教えていただきたいと思います。 

多文化共生につきましては、子ども達は受け入れるのが非常に早いです。外国籍の子と子

ども達が一緒に生活する中で、教員が心配していることを通り過ぎて、もう一歩先のところ

を行ってくれているなと感じております。教育委員会、学校としては、人材確保し、しっか

りと学力をつけるというところは、日本語指導を含めて重視していきたいと思っております

が、異なる文化を教員が教え込むのではなく、子ども達が互いに交流する中で、違いがない

んだな。違いがあるけどその違いもいいよね。と関わり合いの中で感じてもらうことが大変

貴重かなと考えておりますので、現在、特別な施策を実施している訳ではありませんが、子

ども達と共に私達も勉強させてもらいながら、多文化共生が進むようにしていきたいと思っ

ております。 

平和教育、人権教育につきましては、平和学習ということで、広島の方に中学生各校 2 名

が行ってきております。そして、その子達が全校生徒の前で発表する場を設け、平和につい

て考える取り組みを行っています。また、事前に小学校に出向いて千羽鶴を折るという取り

組みを小中一貫で行っております。そういった学習を通して、子ども達に平和について考え

てもらっております。 

人権教育につきましては、八幡市全体として大きな課題があると考えております。学校が

中心となって行っておりますので、教育委員会から特定のテーマについて学習等の指導はし

ておりませんが、多文化もそうですし、ジェンダーも大きな問題となっております。そのた

め、様々な差別について学習するように学校の方で考え、行っていただいているところでご

ざいます。 

他にご意見等はございませんか。 

中々、このような問題について議論することは難しいことだと思います。しかし、世界が

非常に大きく変わっていると。過去の価値観からは、かけ離れた国際情勢になっていると。

このような今までとはここ数年で劇的に変化しているものを先生方がどのように捉え、子ど

も達に向かうかと。この辺りが非常に重要になってくると思います。 

私が常々思いますのは、当たり前というもの自体をどう見直していくか。先生方や私達が

考えてきたことを、当たり前という形で抑え込んでしまうと、それは違うと思います。多文

化共生、平和、人権もそうですし、色んな価値観があると思いますが、そこをいかに乗り越

えていくかということが大切だと思います。 

先程、渡邉次長がおっしゃられましたけど、子ども達は受け入れるのが非常に早い。障が

いを持っていたり、外国籍だったりと様々なお子さんがいますが、子ども達は受け入れてい

て、いること自体が当たり前になっている。公立の学校の役目といいますか、今日の園訪問

でも、障がいのある子も一緒に保育を進められている。外国籍の子も一緒に身近に居ること。

このようなことが子ども達自身がこれから生きていく上で、大きな力になっていくのではな

いかと思っております。そのため、このような環境を整えるために教育委員会として、学校、

園をどのように支援していくのか問われているのかなと思っております。 

手法としては、八幡市は多文化共生化しているので。今日も外国籍の方が多くおられまし

た。しかも国も様々、文化も違うと。このようなことが増えていく環境に八幡市はおかれる

ことが必然であると。そうしますと現場の中では、色々な対立や誤解など生まれてくると。

このようなものに日々、先生方は立ち向かわなければならないと。先生方がこれが良い、悪

いと決めるのではなく、渡邉次長がおっしゃったように子ども達が互いに交流する中で、折

り合いをつけるところを見つけ出していくというような時間がかかる。手間暇がかかる。考
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える。そういった手法というのが問われているのかと併せて感じております。 

ありがとうございます。 

他にご意見等はございませんか。 

綴喜地方教育委員会連合会の総会についてお世話になりました。沢山の学びの場になり、

良かったと思っております。総会で石清水八幡宮について詳しく説明されており、非常に深

く知るいい機会になりました。せっかく国宝が身近にあるので、小学校、中学校の子ども達

にもっと情報を提供していただきたいと思いました。特にエジソンに関して石清水八幡宮の

方がおっしゃられていたのは、戦争中の相手国だけどもエジソンのお墓と記念碑がずっと残

されていたと。平和学習ではないですけど、このようなことを八幡市に住んでいる子ども達

はどれだけ知っているのかなという思いもありますので、そういったところをもう一回学校

の方でも提供できないかなと思いました。唯一、神社に日本とアメリカの掲揚旗が立ってい

るというのも初めて知りました。子どもの頃から当たり前に見ていたので何の疑問も思わな

かったですが、改めて言われると、確かに戦争していた国だったと痛切に感じました。こう

した部分も含めて、小学校、中学校の子ども達に情報提供をしていただけたらと切に思いま

した。 

それともう一点。私は他の施設でプールの指導に携わっているのですが、いつも小学校で

プールの授業が始まった理由を子ども達に問いかけているんです。正解としましては、小学

校の子ども達が船で転覆して溺れて、沢山の子が亡くなったことがきっかけで、日本で小学

校教育の中でプールの授業が始まったと。やはり根本的には命の大切さ。そこの先生が、命

が沢山失われたことを悲しく思って、命を守っていかなければならないというところから水

泳授業が始まっていますので、それも併せて平和授業と一緒に伝えていってほしいと思いま

す。 

ありがとうございます。 

他にご意見等はございませんか。 

4年後にエジソン生誕 150周年があります。これが全く話題になっていないと。150周年を

迎えるにあたって、教育的な意味でも何か実施してもいいのかと思っております。 

ありがとうございます。 

他にご意見等はございませんか 

これにて、議題を終結いたします。 

４．その他 

次に、４．その他に入らせていただきます。 

本日の、「園・学校訪問について」、ご意見はございますでしょうか。 

ありがとうございます。本日、3 園に寄せていただいて、この暑い中ですが先生方が子ど

も達と共にプールに入って体力も精神力も必要で非常に大変だと思います。本当に園の先生

方に感謝申し上げる次第でございます。子ども達が少しでもこの暑さを乗り越えられるよう

にと各園それぞれが工夫されていたと思います。 

わかたけ保育園ですけれども、あちこちに幕が張られていて、先程も少しジェンダーの話

もございましたけれども、世間でも今までに子どもの性にまつわるものについては、少し問

題になってきたかとは思うんですけれども、すごくそこを守ろうとして工夫をされているな

と、園を訪問させていただいてつくづく感じました。お着替えの時間等にわかたけ保育園は

予備の部屋がないので、時間差を設けるなど配慮されていて評価しております。手作りで工

夫されていることも多くありますので、何か先生方のご苦労が減らせるような取り組みが出

来たらと思っております。 

また、今年度は環境を変化させることで子どもが少しずつ落ち着いた生活が送れるように

なってきたとおっしゃっていました。3園寄せていただくと、3園がそれぞれ環境の工夫をさ

れていると感じました。幼児期の教育は環境を通して行うもの。これは幼児教育要領等には

全て記載されております。今まであった環境を当たり前ではなく、見直して工夫されている。

特に南ケ丘保育園が昨年に比べ、非常に変化していると感じました。子どもの成長に合わせ
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た環境を作っていると。 

また、園の方で伺った話で、小学校の校長先生と一緒に幼小の交流ではなく、保育・教育

の中身を一緒になって考えるという流れが出来てきていると。本当に架け橋という意味では

交流ではなく、お互いの教育の良さをそれぞれが取り入れて改善していくことが私自身、大

切になってくると思っております。幼児期の教育と小学校の教育は非常に異なっていますの

で、どんどん互いの良さを知って改善していくように市を挙げて取り組んでいただけたら有

難いと思いました。本当に先生方には頭が下がる思いです。ありがとうございます。 

私も 3 園に寄せていただいて、3 園とも様々な特徴があるなと感じました。園の案内を拝

見して、様式が同じような構成で作られており、それぞれの園の特徴を見比べやすく、保護

者にも違いが伝わりやすいかと思います。来年度も続けていただけたらと思います。 

わかたけ保育園、南ケ丘保育園、南ケ丘第二保育園の順に寄せていただいて、先生方の考

え方が違うと 1 つ思ったのは、乳児の時差食べをされていると報告されたときに、私が初め

て時差食べについて勉強した時は、その日の子どもの体調に応じて、今日は早く食べる、遅

く食べると対応する認識でしたが、南ケ丘第二保育園の園長先生からはそうではなく、A グ

ループ・B グループというように分けて時差食べをしていると聞きました。時差食べ 1 つに

関しても保育のやり方、先生の指導の仕方が違うと知りました。園の先生が自分の地域に合

ったやり方で子ども達に向き合っていて有難いと思いました。 

また、今年度、南ケ丘第二保育園で障がいのお子さんを受け入れたという部分に対して、

初めてのことも多く、試行錯誤しながら取り組まれていると報告を受けて、その子が家族で

はない環境で社会を知っていくという部分を含めて、市の方でもサポートをしていただけた

らと思いました。よろしくお願いいたします。 

すいません。もう 1 点。本日、関心させていただいたことがあります。南ケ丘保育園に寄

せていただいときに、0 歳児が 4 名いらっしゃるそうなんですけど、その子達それぞれに応

じたミルク、哺乳瓶、乳首で対応していると聞いて驚きました。また、八幡の園は全園そう

していると。0 歳の乳児がそれぞれミルクのメーカーが違うんですね。それを保護者が持参

してこれを使用して下さい、と言っている訳ではなく、面談時に聞き取って、園の方がサー

ビスとして提供していると。本当に八幡の乳児保育は凄いとつくづく思いました。それこそ

令和の日本型学校教育では個別最適ということで、乳児期から一人一人に応じた保育を進め

ていらっしゃいます。それが積み重なって小学校、中学校への教育に結び付いていくと思い

ますので、一人一人を大事にすると共に個別最適、協働的な学びを園から小・中学校に市教

委として繋げていってもらえたらと思います。よろしくお願いいたします。 

本当に暑い中、プールや水遊びなど一歩間違えれば命に関わることを先生方は毎日してく

れて有難いと思います。 

狩野委員がおっしゃられたように、ミルクは驚きました。それも含めて八幡市は本当に教

育が進んでいると感じております。それも行政の方たちのサポートがあってのことだと思い

ます。本当に感謝申し上げます。 

私も改めて八幡の教育の素晴らしさを感じた次第でございます。教育の深さ、真髄に触れ

た一日でした。 

毎年、八幡の教育は進化しているんですね。今回、特に感じたのは佐野委員もおっしゃら

れたようにどの園の案内も中身が統一されているんです。これはどの園もばらばらではなく、

同じような方向で全体として考えてますよと。でも、私の園の特徴はこれだと。このような

構成の仕方は非常に素晴らしいと思います。統一性、組織性、カリキュラムということも含

めて形になってきたと感じました。 

狩野委員も環境についておっしゃられておりますけれども、絶えず変化に応じて周りの生

活の場面を変えていると。本当に園に寄せていただく度に変わっています。特に子どもは環

境によって支配されると。先生方のアプロ―チの仕方、声のかけ方などの根本的な心の触れ

合いというのでしょうか。この部分のアプローチを今日は感じさせていただきました。 

また、南ケ丘並びに南ケ丘第二保育園が新しく統一した形で中央小学校のグラウンドに建
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設されるということで、環境の部分で、どういった建物を建てるのか。絶えず変化する柔軟

な教育に対応出来るような施設を期待しております。 

本日は非常に深い学びをさせていただきました。ありがとうございました。 

ありがとうございます。 

橋本委員がおっしゃられましたけど、乳児から大事にしている。保護者の思いを大事にし

ている。それが就学前教育から義務教育に八幡市は繋がってきていると思います。 

また、南ケ丘保育園と南ケ丘第二保育園が統合して、新しい園舎が建設されますが、様々

なことを考えて取り組まないと。50年前の園舎と現在の園舎は全然違いますし、逆に私達は

50年後を見越したうえで、多様性、様々な環境の変化も含めて考えていかなければならない

と。時代を取り入れるだけでなく、変化する保護者のニーズを取り入れて、しかし、ニーズ

だけを追うのではなく、教育としての本質を追っていくことが重要となってくると思います。

これらを含めて今回、私自身深い学びをさせていただきました。ありがとうございました。 

５．配付資料 

次に５．配付資料について、事務局より説明願います。こども未来課。 

６月議事録をお届けしております。 

次に、「次回定例教育委員会の日程について」、事務局より説明願います。こども未来課。 

次回の定例教育委員会は９月１７日（水）午後３時から本庁会議室５-２で行います。学校

訪問につきましては、１０時から南山小学校、１１時３０分から八幡小学校となっておりま

す。以上です。 

６．閉 会 

以上をもちまして、６月度の定例教育委員会を閉会させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１ 

 

就学前施設における紙おむつ等納入業務委託について 

子育て支援課 

 

事業概要 

保育園等を利用する子どもが使用する紙おむつ等を各園に直接納入し、その費用を市が

全額負担することにより、保護者の手間と経済的負担を軽減するとともに、保育士による

個別管理や補充確認等の業務負担の軽減を図るもの。 

 

 導入前の様子               導入後のメリット 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況 

・令和７年７月７日（月）に業者選定にかかるプロポーザルを実施（参加４社） 

・選定結果：花王グループマーケティング株式会社を選定 

・提案額：8,119,603円（当初予算：10,000千円） 

 

選定業者の特徴 

・自社製品を使用しており、災害時等の在庫確保に強み 

・専用の発注システムにより、園ごとに簡便な発注が可能（メール不要） 

・事前説明は園ごとに業者が実施（発注方法、納品スケジュール、駐車スペースの確認等） 

・おむつ１枚あたり単価が安価 

 

■パンツタイプ１枚あたり単価                     単位：円 

 Ｓサイズ Ｍサイズ Ｌサイズ ＢＩＧサイズ 

花王 16.94 20.20 23.87 27.64 

他社 20.77～23.00 21.00～22.20 25.00～26.50 27.00～30.40 

 

対象施設 

認可保育所、認定こども園、幼稚園及び広域入所協定を締結する市外の認可保育所 

 

今後の予定 

  令和７年９月（２学期）より運用開始予定 

 

■保護者 

・自宅で準備し、ボックスに補充する

手間が解消 

・おむつ代にかかる経済的負担が軽減 

 

■保育士 

・園児一人ひとりの在庫管理が不要 

・共通ボックスから必要枚数を使用 



資料２ 

八幡市立小学校・中学校における通話録音装置の設置及び運用に関する取扱要領（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、教職員の通話における応対品質の向上等業務の公正かつ適正な執行

を確保することを目的として、教育長が市立くすのき小学校、南山小学校、男山第二中

学校、男山第三中学校に設置する通話録音装置の運用に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

（定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 通話録音装置 電話機での通話を録音し、又は通話記録を記録する装置をいう。 

(2) 通話記録 通話録音装置により録音された通話の音声並びに記録された通話の日時、

時間、当事者の電話番号等の電磁的記録をいう。 

（管理責任者等の設置） 

第３条 通話録音装置の適正な管理及び運用を図るため、通話録音装置管理責任者（以下

「管理責任者」という。）を置き、各校の校長をもってこれに充てる。 

２ 管理責任者は、通話録音装置の運用に関する事務を行うため必要があると認めるとき

は、通話録音装置管理取扱者（以下「管理取扱者」という。）を置くことができる。 

３ 管理取扱者は、各校の教頭もしくは主幹教諭をもってこれに充てる。 

（通話録音装置の設置等の公表） 

第４条 教育長は、通話録音装置の設置、目的、運用方法等について、各校のホームペー

ジ等において公表する。 

（個人情報の保護） 

第５条 管理責任者及び管理取扱者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第

５７号。以下「法」という。）、個人情報の保護に関する法律施行令（平成１５年政令第

５０７号）、個人情報の保護に関する法律施行規則（平成２８年個人情報保護委員会規則

第３号）、八幡市個人情報の保護に関する法律施行条例 （令和５年３月 29日条例第２号）、

八幡市個人情報の保護に関する法律施行条例の施行に関する教育委員会規則 （令和５年

９月 14日教委規則第７号）を遵守し、通話録音装置の管理及び運用に関し適切な措置を

講じなければならない。 

２ 管理責任者及び管理取扱者は、通話記録により知り得た情報をみだりに他人に知らせ、

又は不当な目的のために利用してはならない。その職を退いた後も同様とする。 

（通話録音装置の使用） 

第６条 通話録音装置は、電話機での通話の開始とともに自動で通話内容等の録音もしく  

は記録をするものとする。 



 

（通話記録の保存及び廃棄） 

第７条 通話記録の保存期間は、当該通話記録がされた時から１４日間とする。ただし、

法令に定めがあるとき、犯罪捜査の目的で捜査機関から要請があったとき、その他管理

責任者が必要と認めたときは、この限りではない。 

２ 通話記録は、記録された時の状態で保存しなければならず、加工してはならない。 

３ 第１項に規定する保存期間を経過した通話記録は、当該保存期間の経過後システムの

規定により自動で、又は手動で消去するものとする。 

４ 通話記録は、複製してはならない。ただし、次条第１項ただし書に規定するとき、法

第７６条の規定による開示請求があったとき、又は管理責任者が通話録音装置の設置の

目的を達成するため特に必要があると認めるときは、この限りでない。 

５ 管理責任者は、通話録音を保存した電磁的記録媒体を破棄するときは、破砕その他の

通話内容等を再現することができない方法により破棄するものとする。 

（目的外利用及び外部提供の制限） 

第８条 通話記録は、第１条に規定する目的以外の目的に利用し、又は教育長以外の者に

提供してはならない。ただし、当該利用又は提供が法第６９条第２項各号の規定に該当

するとき、その他法令で定める事由に該当するときは、この限りでない。 

２ 前項ただし書の規定により通話録音を第１条に規定する目的以外の目的に利用し、又 

は教育長以外の者に提供するときは、管理責任者は事前に教育長と協議しなければなら

ない。 

（苦情の処理） 

第９条 管理責任者は、通話録音装置の設置及び運用に関する苦情があったときは、迅速

かつ適切に対応するものとする。 

（その他） 

第１０条 この要領に定めるもののほか、通話録音装置の設置及び運用に関し必要な事項 

は、教育長が別に定める。 

   付 則 

 この要領は、令和７年８月５日から施行する。 
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